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研究成果の概要（和文）：紛争からの復興と成長を遂げようとしているカンボジアの稲作の実態

の解明のために、作物栽培学、雑草学、景観学、ファーミングシステム研究の手法により、稲

作の技術的改良の可能性と多面的機能の評価を評価した。資材の投入や多収安定品種の普及の

重要性と、地域住民の生活の視点からの水田生態系の機能の重要性を示し、生態系サービスを

損なわないような増産技術の重要性について明らかにした。具体的には、ポルポト時代の灌漑

修復地域、天水田地域、深水水田地域、それぞれの稲作生態系での、現状と課題と解決策を提

示した。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to elucidate rice production in Cambodia which has been 

recovering from its civil war and developing rapidly, prospect for rice production 

technological innovation and multi-functionality of rice farming were evaluated by 

approaches of crop and cultivation science, weed science, landscape science, and farming 

system research. Sufficient levels of agricultural resource input and dissemination of rice 

varieties with higher and more stable yield were found important, while various ecosystem 

services of the paddy fields from the viewpoints of local residence were identified. Rice 

production enhancing technology that will not reduce other ecosystem services is needed. 

For each of the rice ecosystems; irrigation rehabilitation, rainfed lowlands, deep water rice, 

not only current situations but also future challenges have been shown. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）｢遺伝子革命｣、｢地球温暖化｣など先端
科学は、農業現場にも重大な影響を及ぼし得
るが、細分化された研究においては、個々の
人間の対応への関心は大きくない。 

（２）30 年以上に及ぶ国際農業研究協力と
｢緑の革命｣の成果にもかかわらず、途上国の
天水農業地域での生産向上は遅い。その原因
の１つは、天水農業のヘテロな水環境を扱う
困難さと、農業生産と生態系の多面的機能が
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混在した小農の栽培環境の評価の問題であ
る。 

（３）｢栽培｣の現場の深窓に迫ることは、グ
ローバル化や地球温暖化の影響を回避でき
ない 21 世紀の、農学国際研究教育に、新し
い光を灯すことができるであろう。 

 

２．研究の目的 

（１）農業近代化が遅れているアジア後発国
カンボジアを中心に、水田のヘテロな水環境
と農業生態系の多面的機能を明らかにする。 

（２）農家の順応的管理の実態を空間的な情
報と共に明らかにする。 

（３）天水田での稲作改良と持続的食糧生産
のモデルを構築する。 

 

３．研究の方法 

（１）調査地の選定 
カンボジアの稲作生態系は、灌漑水田、天水
田、深水水田、陸稲畑の 4つに分けられる（表
1）。これらのうち、陸稲畑は山間地に限られ
て面積比は小さい。水田を系にした前 3者に
ついて、調査地域を定め、質問票による技
術・多面的機能調査をする村落と、圃場踏査
による稲生産と雑草生態の解明のための圃
場等を設定した。 
 
表１ カンボジアの稲生産・生態系と本研究
の調査地域と方法． 

年次 収穫面積

(百万 ha) 

収量

(t/ha) 

生産量 

（百万 t） 

輸出

(千 t) 

2001 1.98 2.06 4.09 7.0 

2010 2.77 2.96 8.24 12.4 

生態系 灌漑水田 天水田 深水水田 陸稲 

面積％ 16 75 8 1 

質問票 B 州 3 村 K 州 2村 B 州 2 村 - 

圃場 KP 灌漑修

復地の 2

水路沿い

140 圃場 

高位と低

位の 17

圃場 

トンレサッ

プ氾濫原ト

ランセクト

87 圃場 

- 

その他 景観描画

分析 

参加型

試験と普

及評価 

－ － 

FAOSTAT, Huke and Huke 1997 

 
（２）稲作技術の評価 
①質問票による技術評価 
②農家圃場調査による評価 
③参加型試験による改良技術普及評価 
（３）多面的機能評価 
①雑草コミュニティの多様性評価 
・埋土種子調査 
・雑草インベントリ調査 
・質問票による植物資源利用調査 
②景観描画による景観認識調査 
③質問票によるその他の多面的機能評価 
 

４．研究成果 
（１）多様な水環境 
灌漑水田では灌漑水路の上流と中流と下流、
天水田では高位と低位の地形連鎖の差異、深
水水田では国道側の天水田地帯から湖側の
浸水林へ向かう緩やかな勾配の水深差（最大
水深 60 ㎝～250 ㎝）によって、圃場の水環境
は場所により著しく異なり、栽培や生産へ大
きな影響を持つことを定量的に示した。 
 
（２）栽培方法 
カンボジアの稲作に関する学術報告は非常
に少ない。本研究では、移植栽培が主流であ
り、東南アジアの他の諸国（タイ、マレーシ
ア、ベトナム南部）で起こった直播による省
力・低コスト栽培への移行はまだ起きていな
いこと、一方で、北西部には、乾田直播栽培
や中耕除草（図 1）、トンレサップ湖の周縁に
は、浮稲栽培（図 2）が広く見られることを、
これら伝統的な稲作の実態と共に明らかに
した。またユニークな調査の成果として、
2011 年のタイ・カンボジアの大洪水で、カン
ボジアの浮稲や晩生品種が地域によっては
壊滅的被害を受けたことも明らかにしたが、
トンレサップ湖やメコン川の治水管理のた
めの重要な資料である。 

図 1 カンボジア北西部バッタンバン州の直
播水田（地域固有の伝統的中耕除草法直後） 

図 2 トンレサップ湖氾濫原の浮稲．増水期
（9-11 月;水深 0.5-2.5m）は小舟で調査する． 
 

カンボジアの稲作面積の約 8割を占める天
水田への投入施肥量が少ないことは FAOSTAT
などの統計でも知られていたが、本研究の対



 

 

象調査地 K州の 2村でも、窒素施肥量は少な
く、カリウム肥料は使われていなかった。改
良品種の開発や普及も遅れていた。3 年間、
参加型の施肥法と改良品種の実証試験を行
い、これらの効果の定量的なデータを得ると
共に(表 2)、気象や米価等の条件の影響を受
けながらも、農家への新技術の普及が緩やか
に生じていることを明らかにしたが、今後も
フォローが必要である。 

10 数％と推定されているカンボジアの灌
漑水田を、さらに広げて二期作による集約化
政策がすすめられているが、B 州の KP 灌漑修
復地においては、乾季作の施肥量や施肥効率
が低く、技術指導の必要性が明らかにされた
(図 3)。このほか、SRI 農法、多目的農場な
ど、小農を念頭に置いた栽培法や作付体系の
開発と普及も NPO 等によって行われていた。 
 
表 2 施肥・品種等の収量(g/m2)への影響
（2009-2011、BP 試験場）． 

年次 2009 2010 2011 

170 189 190 

地形連鎖 高位田 低位田 - 

167 207 - 

施肥 無施肥 N NP 

149 169 249 

品種 在来品種 改良品種 - 

179 195 - 

カリウム
施肥 

無 有 - 

181 197 - 

＊主効果のみ提示． 

図 3 農家圃場の窒素施肥量と収量との関係
（天水田（RFLR)、灌漑水田雨季作（IR-WSR)、
灌漑水田乾季作（IR-DSR)、深水水田(DWR))． 
 
（３）収量形成 
カンボジアの水稲収量は東南アジアでも低
いとされているが、本研究でも生態系ごとに
それを実証するデータを得た(図 3)。天水田
では、面積当たりの株数は 50 株と高い場合
も多いが、一穂籾数が少なく、面積当たりの
籾数も少なく、低収であった。深水水田では
予測できない洪水被害、灌漑修復水田では、
乾季の灌漑栽培での不十分な施肥管理など

が低収の原因として示された。 
 
（４）水田雑草生態 
肥料や農薬の投入が少なく、水利条件が多様
であり、1 つの生態系の中でも水環境がヘテ
ロであるため、水田雑草の多様性は高かった
(126 種、34科）。3つの稲作生態系の 48～76％
の農家で自家消費用の食用として採集して
いる水生雑草もあった。イネ科雑草は飼料と
されていた。調査天水田地域では、32％の農
家が砂糖椰子を採集していた。また、水田内
に樹木や盛土状の小さな塚が農家の休息場
としてあり、より多様な植生と景観を呈して
いた。 

図 4 水田の水生植物(a)の採集(b)、椰子の
木（c）、イネ科雑草(飼料)(d)の採集． 
 

 
 

図 5 水田雑草を使ったカンボジア麺料理． 
 
（５）景観評価 
バッタンバン市の小学生、中学生、大学生に
よる「好ましい景観」には、山、家が多く描
かれていたが、年齢が高いほど、田園も含め
て描かれる傾向であった(図 6)。カンボジア
の農村開発においても、景観を意識すること
が必要であり、例えば、農村の幹線道路や農
道を整備する場合、山が見えるようなスポッ
トを保全・美化しながら行うことが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 子どもの好ましい景観描画の例． 
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（６）多面的機能 
地域住民の生活の視点からの水田生態系の
米生産以外の有用な機能、稲作に付随する外
部経済性の機能を評価した。先述の植物資源
以外に、動物資源（魚、鳥など）の採集も盛
んであったが、ネズミ以外は近年減少してい
ると認識されていた。また、連結する水圏は、
魚つり、移動、洗濯、子どもの遊び場、行楽
など様々に利用されていた(図 7)。 

また、7 村の聞き取り調査から、過去に親
の代に作付されていた品種 80 種、自分が作
付けしたより最近の品種 50 種、合計 103 の
品種名が列挙され、カンボジアの農村の稲の
画一化がまだ進んでおらず、遺伝的多様性が
高いことが示されたが、異なる名前の品種が、
どの程度遺伝的変異があるのかどうか、今後
の調査が必要である。 

図 7 コンピンプイ灌漑修復地域の貯水池．
稲作の灌漑以外にも多様な機能がある． 

 
カンボジアは紛争からの復興を遂げ、高い

経済成長中であり、稲作の増産と米の輸出に
よる発展を戦略的に試行している（RGC2010）
（cf 表 1)。その際、地域住民の視点では重
要である生態系サービスや外部経済性であ
る多面的機能を視野に置きながら、技術開発
と普及を行っていくことが必要であろう。そ
して、ポルポト時代の灌漑修復地域、天水田
地域、深水水田地域など、カンボジアの多様
な水環境の稲作生態系の特色を踏まえた上
で、米の生産性の改善と多面的機能の向上の
バランスを取ってゆくことが必要である。 
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